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本
稿
で
取
り
上
げ
る
朝
鮮
初
期
雲
山
図
は
大
和
文
華
館
の
〈
雲
山
図
〉
六
点
（
図
1
～
6
）、
南
禅
寺
の
伝
高
然
暉
〈
雲
山
図
〉
と

〈
雪
山
図
〉（
図
7
、
8
）、
九
州
国
立
博
物
館
の
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
の
中
の
「
煙
寺
暮
鐘
」（
図
9
）
と
「
洞
庭
秋
月
」（
図
10
）、
伝
馬
遠

〈
白
居
易
載
鶴
図
〉（
個
人
）（
図
11
）、
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉（
個
人
）（
図
12
）
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
は
先
行
研
究
で
、
概
ね
元
代
の
西
域
出
身
の
文
人
画
家
・
高
克
恭
（
一
二
四
八
～
一
三
一
〇
）
の
真
作
と
さ
れ
る
〈
雲

横
秀
嶺
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
13
）
や
、
そ
れ
に
技
法
的
に
近
い
〈
春
山
欲
雨
図
〉（
上
海
博
物
館
）（
図
14
）、
ま
た
〈
春
山
晴

雨
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
15
）
な
ど
の
高
克
恭
の
伝
称
作
と
の
関
係
を
中
心
に
語
ら
れ
て
き
た
。
先
ず
、
大
和
文
華
館
の
〈
雲
山

図
〉
六
点
は
十
五
世
紀
後
半
の
成
宗
時
代
（
一
四
七
〇
～
一
四
九
四
）
の
雲
山
図
様
式
を
伝
え
る
作
品
と
さ
れ
る（（
（

。
ま
た
実
像
の
不
明
な

高
然
暉
と
い
う
画
家
が
描
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
南
禅
寺
の
〈
雲
山
図
〉（〈
雪
山
図
〉
と
対
を
成
す
。）
は
高
麗
時
代
の
も
の
と
み
る
説
、

22/05/25

研
究
年
報
　
第
68
輯

理想社

学
習
院
大
学
様

本文
二五

〜

六二
頁
責
　
了

1
　
通



元
代
雲
山
図
か
ら
朝
鮮
初
期
雲
山
図
へ
（
姜
）�

二
六

ま
た
浙
派
な
ど
明
代
絵
画
と
の
関
連
か
ら
十
六
世
紀
前
半
頃
の
明
代
の
作
品
と
す
る
説
が
あ
る
。
九
州
国
立
博
物
館
の
〈
瀟
湘
八
景
図
〉

の
中
の
「
煙
寺
暮
鐘
」（
以
下
、
九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」）
は
十
五
世
紀
後
半
頃
の
作
品
と
さ
れ
て
い
る（（
（

。
ま
た
二
〇
〇
八
年
に
は
、
馬
遠

の
伝
称
を
持
つ
〈
白
居
易
載
鶴
図
〉
が
、
九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」
と
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
初
期
の
作
品
（
十
五
世
紀
後
半
）
と
紹

介
さ
れ
、
ま
た
玉
澗
の
作
品
と
伝
称
さ
れ
て
き
た
〈
山
水
図
〉（
本
稿
で
は
〈
雲
山
図
〉
と
す
る
）
が
、
元
時
代
の
高
克
恭
画
風
に
近
い

朝
鮮
時
代
の
も
の
と
改
め
ら
れ
た
が（（
（

、
二
〇
〇
九
年
に
逸
伝
の
画
家
・
制
光
の
十
六
世
紀
後
半
の
作
品
と
の
比
較
か
ら
、
十
六
世
紀
半
ば

の
作
品
と
比
定
さ
れ
た（（
（

。

　
そ
し
て
二
〇
二
一
年
の
拙
稿
で
こ
れ
ら
の
作
品
の
画
風
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
大

和
文
華
館
の
〈
雲
山
図
〉
六
点
は
、
そ
の
山
容
表
現
に
、
元
末
の
盛
懋
の
よ
う
な
職
業
画
家
の
影
響
が
あ
り
、
こ
の
中
で
特
に
徐
文
寶
の

款
を
持
つ
作
品
（
図
1
）
と
、
南
禅
寺
の
〈
雲
山
図
〉
と
〈
雪
山
図
〉
に
は
、
元
末
頃
の
前
浙
派
的
な
粗
い
表
現
か
ら
影
響
が
み
ら
れ
、

ま
た
南
禅
寺
本
の
場
合
、
成
宗
期
頃
に
雲
山
図
と
雪
山
図
を
セ
ッ
ト
で
鑑
賞
し
た
記
録
が
よ
く
見
え
る
こ
と
や
、
朝
鮮
初
期
山
水
画
で
よ

く
み
ら
れ
る
対
幅
が
対
称
的
な
構
図
を
と
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
南
禅
寺
本
も
大
和
文
華
館
本
と
同
じ
頃
の
十
五
世
紀
後
半
頃
の
作
品
と
論

じ
た
。
九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」（
図
9
）
は
、
高
克
恭
系
雲
山
を
土
台
に
し
な
が
ら
も
江
南
系
の
広
々
と
す
る
水
景
を
折
衷
し
た
作
品
で

あ
り
、
ま
た
そ
の
細
部
描
写
に
朝
鮮
初
期
特
有
の
短
線
点
皴
の
初
期
的
な
特
徴
が
見
え
る
こ
と
か
ら
朝
鮮
初
期
の
短
線
点
皴
は
華
北
山
水

に
も
、
ま
た
江
南
山
水
に
も
使
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」
と
対
を
な
す
「
洞
庭
秋
月
」（
図
10
）（
以
下
、
九
博
本
「
洞

庭
秋
月
」）
は
、
華
北
山
水
の
山
容
表
現
に
江
南
系
の
水
景
を
加
え
、
ま
た
そ
こ
に
米
氏
か
ら
の
雲
林
と
い
う
雲
山
の
モ
チ
ー
フ
を
折
衷

し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
作
風
も
「
雲
山
」
や
「
青
山
白
雲
」
と
呼
ば
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
考
察
し
た
。
ま
た
伝
馬
遠

〈
白
居
易
載
鶴
図
〉
は
山
な
ど
の
細
部
描
写
は
九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」
の
よ
う
に
高
克
恭
な
ど
の
江
南
山
水
に
近
い
表
現
を
受
け
継
ぐ
が
、

九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」
に
比
べ
山
容
表
現
が
高
遠
視
で
あ
り
、
ま
た
雲
林
の
表
現
は
九
博
本
「
洞
庭
秋
月
」
に
近
い
作
品
と
見
た
。
ま
た
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伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉
は
高
克
恭
系
雲
山
を
継
ぐ
も
の
だ
が
、
短
線
点
皴
の
初
期
的
な
特
徴
が
あ
り
、
十
五
世
紀
末
頃
の
作
品
と
比
定
し
た（（
（

。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
雲
山
図
は
、
安
輝
濬
氏
に
よ
る
朝
鮮
時
代
絵
画
史
の
時
代
区
分
の
中
、
初
期
（
一
三
九
二
年
～
一
五
五
〇
年
頃
）
に
当

た
る
の
で
あ
る（（
（

。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
朝
鮮
初
期
雲
山
図
は
、
高
克
恭
系
雲
山
か
ら
派
生
し
、
他
の
表
現
を
取
り
入
れ
て
変
容
し
た
元
末
頃
の
様
々
な
雲
山
図

か
ら
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
記
録
上
に
も
元
代
の
多
く
の
雲
山
図
類
の
作
品
が
流
入
し
た
と
判
断
さ
れ
る（（
（

。
本
稿
で

は
朝
鮮
初
期
雲
山
図
の
源
流
に
つ
い
て
、
元
末
の
前
浙
派
的
特
徴
が
あ
る
作
品
群
と
、
江
南
山
水
の
平
遠
視
の
広
い
水
景
と
雲
山
の
モ
チ

ー
フ
で
あ
る
雲
林
を
折
衷
し
た
作
品
群
に
分
け
て
考
察
を
行
う
。
前
者
と
し
て
は
大
和
文
華
館
の
〈
雲
山
図
〉
六
点
（
1
）（
図
1
～
6
）、

南
禅
寺
の
〈
雲
山
図
〉
と
〈
雪
山
図
〉（
図
7
、
8
）、
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉（
図
12
）
が
、
後
者
と
し
て
は
九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」（
図

9
）
と
「
洞
庭
秋
月
」（
図
10
）、
伝
馬
遠
〈
白
居
易
載
鶴
図
〉
が
挙
げ
ら
れ
る
。

二
　
元
代
雲
山
図
か
ら
見
た
、
朝
鮮
初
期
雲
山
図
に
お
け
る
前
浙
派
的
特
徴

1
．
大
和
文
華
館
の
雲
山
図
六
点

　
大
和
文
華
館
の
〈
雲
山
図
〉
六
点
は
、
高
克
恭
の
〈
雲
横
秀
嶺
図
〉（
図
13
）
や
伝
称
作
で
あ
る
〈
春
山
欲
雨
図
〉（
図
14
）、〈
春
山
晴

雨
図
〉（
図
15
）
と
比
較
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
と
の
関
係
に
つ
い
て
二
〇
二
一
年
の
拙
稿
で
、〈
雲
横
秀
嶺
図
〉
は
点
描
を
中
心

と
し
、
面
的
な
マ
チ
エ
ー
ル
効
果
を
活
か
し
て
い
る
点
で
、
米
氏
雲
山
を
よ
く
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、〈
春
山
欲
雨
図
〉
は
技
法
的
に

〈
雲
横
秀
嶺
図
〉
に
近
い
が
、
楼
閣
の
よ
う
な
線
的
な
描
写
が
あ
る
点
で
は
、
高
克
恭
よ
り
後
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た

〈
春
山
晴
雨
図
〉
は
樹
木
な
ど
に
線
的
な
表
現
が
一
層
目
立
つ
よ
う
に
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
三
点
の
中
で
一
番
後
の
作
品
で
あ
る
と
み
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た
。
そ
し
て
大
和
文
華
館
本
に
も
線
的
な
楼
閣
や
樹
木
の
表
現
が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
克
恭
よ
り
は
後
の
線
的
な
表
現
が
目
立
つ
元
末
頃

の
作
品
の
影
響
が
強
い
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
大
和
文
華
館
本
は
こ
の
三
点
と
の
関
係
だ
け
で
は
、
説
明
し
き
れ
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、

細
部
描
写
に
は
元
末
の
当
時
有
名
だ
っ
た
職
業
画
家
で
あ
る
盛
懋
の
単
純
化
し
た
披
麻
皴
の
よ
う
な
皴
法
や
胡
椒
点
の
よ
う
な
点
描
が
施

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
に
似
た
表
現
が
、
朝
鮮
初
期
の
画
員
画
家
・
李
上
佐
の
伝
称
を
持
つ
〈
舟
遊
図
〉（
個
人
）
に
も
見
え
る
こ
と

か
ら
、
大
和
文
華
館
本
な
ど
の
朝
鮮
初
期
の
山
水
画
に
は
盛
懋
か
ら
の
影
響
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
六
点
の
中
の
徐
文
寶
の
款
を
持
つ
も
の

に
は
小
斧
劈
皴
の
よ
う
な
皴
が
施
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
し
た（（
（

。

　
本
節
で
注
目
す
る
の
は
こ
の
小
斧
劈
皴
の
よ
う
な
筆
遣
い
で
あ
る
。
高
克
恭
の
作
品
と
伝
え
る
三
点
の
作
品
の
中
で
一
番
後
に
描
か
れ

た
と
思
わ
れ
る
〈
春
山
晴
雨
図
〉
の
山
容
表
現
を
み
る
と
〈
雲
横
秀
嶺
図
〉
や
〈
春
山
欲
雨
図
〉
に
見
え
る
よ
う
な
南
宗
画
的
な
柔
軟
な

山
容
表
現
よ
り
は
角
ば
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
全
体
的
に
よ
り
粗
放
な
筆
致
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
元
末
頃
に
益
々
深
化
す

る
。
そ
の
一
例
と
し
て
伝
高
克
恭
〈
秋
山
暮
靄
図
〉（
北
京
故
宮
博
物
院
）（
図
16
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
図
の
全
体
的
な
構
図
は
〈
春
山

欲
雨
図
〉
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
本
図
と
徐
文
寶
の
款
を
持
つ
作
品
（
図
1
）
と
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
手
前
の
右
側
に
土

坡
と
樹
木
群
が
あ
り
、
そ
の
土
坡
の
あ
る
所
か
ら
左
側
に
行
く
ほ
ど
水
面
が
広
く
な
る
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
山
群
も
大
体
右
側
が
低
く

て
左
側
に
行
く
ほ
ど
高
く
な
る
こ
と
、
ま
た
山
間
や
麓
に
雲
林
が
描
か
れ
る
こ
と
な
ど
が
共
通
す
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
そ
の
山
の
形

や
細
部
描
写
を
見
る
と
、〈
春
山
欲
雨
図
〉（
図
14
）
の
場
合
は
柔
軟
な
江
南
山
水
の
山
容
表
現
だ
が
、〈
秋
山
暮
靄
図
〉
の
山
容
表
現
は

角
ば
っ
て
お
り
、
山
稜
に
は
線
描
が
、
山
面
に
は
墨
面
が
見
え
る
な
ど
、
明
代
初
期
の
浙
派
山
水
を
予
告
す
る
よ
う
な
表
現
で
あ
り
、
こ

の
点
が
徐
文
寶
の
款
を
持
つ
〈
雲
山
図
〉
に
も
見
え
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
大
和
文
華
館
の
〈
雲
山
図
〉
は
、
元
末
頃

の
前
浙
派
的
な
画
風
か
ら
の
影
響
も
受
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
前
述
の
よ
う
に
大
和
文
華
館
本
に
は
徐
文
寶
の
款
を
持
つ
作
品

以
外
の
も
の
に
、
盛
懋
画
（
図
17
）
の
影
響
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
本
図
が
時
代
的
に
元
時
代
の
末
期
頃
の
作
品
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
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る
こ
と
が
わ
か
る
。

2
．
南
禅
寺
の
伝
高
然
暉
〈
雲
山
図
〉

　
南
禅
寺
の
伝
高
然
暉
筆
〈
雲
山
図
〉（
図
7
）
は
、
基
本
的
に
は
高
克
恭
〈
雲
横
秀
嶺
図
〉
か
ら
派
生
し
た
作
品
で
あ
る
。
前
景
に
は

水
面
や
土
坡
を
置
き
、
土
坡
の
上
に
は
主
に
点
描
で
無
根
樹
の
樹
木
群
を
描
く
こ
と
、
ま
た
高
く
聳
え
立
つ
巨
山
を
画
面
の
中
央
に
置
い

て
、
そ
の
麓
に
は
米
氏
雲
山
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
雲
林
を
描
い
て
い
る
な
ど
、
共
通
点
が
多
く
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
〈
雲
横
秀
嶺
図
〉

に
比
べ
、
か
な
り
水
平
線
が
低
く
、
山
容
は
逆
Ｓ
字
型
に
曲
が
っ
て
お
り
、
そ
の
右
側
に
滝
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
山
肌
の
筆
遣
い
が
粗
放

で
あ
る
こ
と
が
〈
雲
横
秀
嶺
図
〉
と
は
違
う
点
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
点
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、
高
克
恭
の
伝
称
作
品
の
中
に
は
〈
春
雲
曉
靄
図
〉（
北
京
故
宮
博
物
院
）（
図
18
）
が
あ
り
、
ま

た
朱
叔
重
の
〈
秋
山
疊
翠
図
軸
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
19
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
も
高
克
恭
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
逆
Ｓ

字
型
に
聳
え
立
つ
山
容
を
描
い
て
い
る
特
徴
を
持
つ
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
山
容
は
盛
懋
〈
山
居
納
涼
図
〉（
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美

術
館
）（
図
17
）
な
ど
の
他
の
元
末
頃
の
山
水
画
に
も
よ
く
見
え
る
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ケ
ー
ヒ
ル
氏
は
一
九
七
六
年
の
著
書
で
、
こ
の

よ
う
な
盛
懋
画
を
以
っ
て
、
後
の
明
代
浙
派
山
水
の
典
型
的
な
構
図
を
予
告
す
る
も
の
と
い
う（（
（

。
勿
論
、
山
容
だ
け
に
限
る
話
で
は
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
逆
Ｓ
字
型
の
山
容
表
現
や
、
雲
煙
と
そ
の
中
で
見
え
隠
れ
す
る
樹
林
や
屋
舎
な
ど
が
、
明
初
の
浙
派
山
水
に
屡
々
見
え
、

参
考
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
明
代
初
期
に
宮
廷
で
活
躍
し
た
画
家
で
、
浙
派
の
祖
と
言
わ
れ
る
戴
進
の
作
と
さ
れ
る
〈
溪
堂

詩
思
図
〉（
遼
寧
省
博
物
館
）（
図
20
）
や
宣
徳
年
間
に
宮
廷
画
家
と
な
り
戴
進
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
李
在
の
〈
山
庄
高

逸
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
21
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
み
る
と
、
元
末
の
前
浙
派
的
な
山
容
表
現
が
南
禅
寺
本
に
も
影
響
し
た
と
類
推
で
き
る
が
、
ま
ず
伝
高
克
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恭
〈
春
雲
曉
靄
図
〉
か
ら
見
て
行
き
た
い
。
本
図
は
画
面
の
左
上
に
「
歳
在
庚
子
九
月
卄
日
爲
伯
圭
畫
春
雲
曉
靄
圖
房
山
道
人
」
と
、
一

三
〇
〇
年
に
高
克
恭
が
描
い
た
と
記
し
て
い
る
が
、
実
は
高
克
恭
の
真
作
で
は
な
く
、
高
克
恭
画
の
諸
特
徴
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品
で
、

時
代
様
式
か
ら
み
て
元
初
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
ま
た
前
景
の
橋
や
土
坡
の
上
の
樹
木
な
ど
の
表
現
が
、
元

末
頃
の
山
水
画
の
中
で
も
殆
ど
類
例
の
な
い
表
現
で
あ
り
、
恐
ら
く
高
克
恭
系
雲
山
図
に
学
ぼ
う
と
し
た
後
代
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
南
禅
寺
本
と
の
関
係
か
ら
み
れ
ば
、
細
部
描
写
に
は
殆
ど
関
連
性
が
な
い
が
、
構
図
を
見
る
と
前
景
の
水
面
や
右
側
の
土
坡
と
そ
の
上

の
樹
木
群
、
ま
た
逆
Ｓ
字
型
の
巨
山
や
そ
の
右
側
の
谷
間
か
ら
落
ち
る
滝
、
そ
し
て
山
間
の
雲
煙
、
ま
た
麓
の
雲
林
や
屋
舎
の
配
置
か
ら
、

そ
の
画
面
構
成
に
は
類
似
点
が
多
い
の
が
わ
か
る
。
こ
の
点
か
ら
こ
の
よ
う
な
構
図
は
元
末
の
雲
山
図
に
よ
く
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
南
禅
寺
本
や
伝
高
克
恭
〈
春
雲
曉
靄
図
〉
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
南
禅
寺
本
と
の
関
係
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
朱
叔
重
〈
秋
山
疊
翠
図
〉
で
あ
る
。
鈴
木
敬
氏
は
一
九
八
八
年
の
著
書
で
「
現
存
画

蹟
に
よ
る
限
り
で
は
、
元
末
、
米
法
山
を
継
承
し
た
画
家
に
は
〈
秋
山
疊
翠
図
〉
の
筆
者
朱
叔
重
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
画
に

は
「
至
正
乙
巳
（
二
十
五
年
）
歳
春
三
月
叔
重
寫
秋
山
疊
翠
」
の
款
が
あ
り
、
元
代
最
末
期
の
制
作
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。（
中

略
）「
鐵
網
珊
瑚
」
巻
七
の
「
贈
畫
師
朱
叔
重
敍
」
に
よ
る
と
至
正
十
五
年
（
一
三
五
五
）
三
月
十
五
日
、
朱
桓
は
中
呉
の
旅
舎
で
叙
を

記
し
、
呉
の
朱
叔
重
を
儒
者
に
し
て
画
を
工
み
に
す
る
も
の
、
詩
咏
の
工
な
る
者
と
し
、
王
維
に
比
し
、
元
代
の
巨
匠
趙
孟
頫
、
高
克
恭
、

李
衎
、
商
琦
に
つ
ぐ
も
の
と
し
た
。」
と
記
す
こ
と
か
ら（（1
（

、
朱
叔
重
は
呉
地
域
出
身
の
儒
者
で
、
画
家
と
し
て
も
認
め
ら
れ
て
お
り
、
高

克
恭
な
ど
に
学
ん
で
一
三
六
五
年
に
〈
秋
山
疊
翠
図
〉
を
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
南
禅
寺
本
と
類
似
点
が
多
く
注
目
さ
れ
る
。

　
朱
叔
重
〈
秋
山
疊
翠
図
〉
も
基
本
的
に
は
高
克
恭
の
〈
雲
横
秀
嶺
図
〉
か
ら
派
生
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
構
図
や
画
風
に
よ
っ
て
違
う

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
高
克
恭
は
前
景
か
ら
中
景
ま
で
水
面
や
土
坡
を
配
し
、
土
坡
の
上
に
は
点
描
で
樹
木
群
を
描
く
な
ど
、
落
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ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
中
景
辺
り
に
は
悠
々
と
雲
煙
が
樹
林
の
上
に
浮
い
て
お
り
、
そ
の
雲
煙
の
中
か
ら
、
堂
々
と
し
た
巨
山
の
聳

え
立
つ
雲
山
を
完
成
し
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
朱
叔
重
は
、
比
較
的
に
低
い
位
置
に
水
平
線
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
左
側
の
水

面
と
、
右
側
の
土
坡
や
樹
木
群
が
長
い
軸
物
の
低
い
と
こ
ろ
に
描
か
れ
て
お
り
、
手
前
の
右
側
の
土
坡
の
上
の
樹
叢
を
高
く
し
て
、
そ
の

向
こ
う
の
右
側
か
ら
聳
え
る
山
勢
を
繋
げ
て
い
る
が
、
ま
た
そ
の
分
、
山
の
麓
の
雲
林
や
屋
舎
も
よ
り
下
の
方
に
配
し
て
お
り
、
山
は
画

面
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら
高
く
立
ち
上
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
山
勢
は
逆
Ｓ
字
型
に
聳
え
立
っ
て
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
勢
に
合
わ
せ

て
屈
曲
す
る
山
間
、
ま
た
麓
に
雲
煙
が
漂
う
が
、
手
前
の
樹
木
群
が
そ
れ
ら
を
支
え
、
安
定
感
を
与
え
て
い
る
な
ど
、
画
面
構
成
に
よ
っ

て
そ
の
雰
囲
気
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
両
図
は
細
部
描
写
も
異
な
っ
て
い
る
。
山
稜
や
樹
木
を
丁
寧
に
点
描
を
中
心
に
表
現
し
、
ま
た
画
面
の
所
々
に
細
い
皴
を
加
え
た

高
克
恭
に
比
べ
、
朱
叔
重
は
、
手
前
の
樹
木
群
の
描
写
も
米
点
に
比
べ
も
っ
と
大
胆
に
横
に
引
い
て
お
り
、
山
稜
の
点
描
も
米
点
と
い
う

に
は
大
き
く
て
大
胆
な
表
現
で
あ
る
。
ま
た
山
肌
に
は
墨
擦
を
大
胆
に
用
い
る
な
ど
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
曲
が
り
く
ね
る
山
勢
に
力
を
つ

け
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
朱
叔
重
〈
秋
山
疊
翠
図
〉
の
構
図
や
粗
放
な
筆
遣
い
が
南
禅
寺
の
〈
雲
山
図
〉
に
通
じ
る
の
で

あ
る
が
、
ま
た
二
〇
二
一
年
の
拙
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
本
図
と
対
を
成
す
〈
雪
山
図
〉（
図
8
）
の
山
肌
の
墨
擦
の
表
現
が
、
元
末

の
作
と
さ
れ
る
元
人
筆
〈
青
山
白
雲
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
22
）
に
見
え
る
多
く
の
山
峰
に
施
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
前
浙
派
的
な

表
現
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
み
て
も（（1
（

、
南
禅
寺
の
伝
高
然
暉
〈
雲
山
図
〉
と
〈
雪
山
図
〉
の
源
流
に
な
る
の
は
本
格
的
に
浙
派
が
流
行
る

前
の
、
元
末
頃
の
前
浙
派
的
な
雲
山
図
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

3
．
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉

　
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉（
図
12
）
は
拙
稿
で
、
高
克
恭
系
雲
山
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
、
朝
鮮
初
期
特
有
の
短
線
点
皴
の
初
期
的
な
特
徴
が
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見
え
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
時
代
の
十
五
世
紀
末
頃
の
作
品
と
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
何
故
玉
澗
画
の
伝
称
を
持
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問

か
ら
始
め
、
朝
鮮
時
代
の
作
品
に
な
る
ま
で
の
経
緯
や
、
本
図
の
編
年
に
重
点
が
あ
っ
た（（1
（

。

　
本
節
で
は
高
克
恭
か
ら
派
生
し
た
元
末
の
作
品
と
の
比
較
研
究
を
行
う
が
、
先
ず
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉
を
見
て
お
く
。
前
景
の
左
側
に

は
中
景
辺
り
か
ら
水
が
流
れ
込
む
水
面
を
、
そ
の
右
側
に
は
土
坡
を
配
し
て
、
土
坡
の
上
に
は
無
根
樹
の
樹
木
群
を
主
に
点
描
で
表
現
し

て
い
る
。
こ
の
樹
木
群
は
中
景
の
雲
煙
の
漂
う
山
の
麓
の
と
こ
ろ
ま
で
連
な
っ
て
い
る
が
、
所
々
に
屋
舎
が
隠
顕
し
て
お
り
、
ま
た
中
景

辺
り
か
ら
の
主
山
は
、
大
体
似
た
よ
う
な
三
つ
の
山
塊
が
右
下
か
ら
左
上
の
方
に
重
な
っ
て
い
る
。
細
部
描
写
を
見
る
と
無
根
樹
や
山
稜

を
点
描
で
描
い
て
い
る
が
、
無
根
樹
の
点
描
は
少
し
横
に
長
い
形
で
あ
り
、
特
に
山
稜
の
点
描
は
点
と
い
う
よ
り
は
短
い
線
に
近
く
、
山

肌
の
質
感
も
朝
鮮
初
期
の
短
線
点
皴
の
よ
う
な
短
い
線
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
墨
を
塗
っ
た
部
分
と
塗
っ
て
な
い
部
分
の
黒
白
の

対
比
が
顕
著
で
あ
る
。
全
体
的
に
見
る
と
、
前
景
は
南
禅
寺
本
（
図
7
）
に
似
て
い
る
点
が
多
い
が
、
中
景
か
ら
の
山
容
は
異
な
っ
て
い

る
と
わ
か
る
。
本
節
で
は
こ
の
三
つ
の
山
塊
が
重
な
る
主
山
の
表
現
に
重
点
を
置
い
て
見
て
行
き
た
い
が
、
元
末
の
文
人
画
家
・
馬
琬
が

一
三
四
九
年
に
描
い
た
〈
暮
雲
詩
意
図
〉（
上
海
博
物
館
）（
図
24
）、
ま
た
元
代
の
文
人
画
家
・
曹
知
白
（
一
二
七
二
～
一
三
五
五
）
が

一
三
五
〇
年
に
描
い
た
〈
群
峯
雪
霽
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
25
）
と
の
比
較
を
中
心
と
す
る
。

　
先
ず
は
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉（
図
12
）
の
主
山
の
細
部
描
写
に
関
し
て
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
け
ば
、
本
作
品
の
よ
う
な
短
線
点
皴
の

初
期
的
な
表
現
は
、
十
五
世
紀
後
半
頃
の
作
と
さ
れ
る
伝
文
清
〈
楼
閣
山
水
図
〉（
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
）（
図
23
）
な
ど
か
ら
見
え
る

と
い
う
が（（1
（

、〈
楼
閣
山
水
図
〉
は
黒
白
の
対
比
を
反
復
的
に
強
調
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
り
、
ま
た
中
国
画
の
中
で
こ
の
よ
う
な
表

現
の
類
例
は
、
李
郭
派
山
水
と
董
巨
派
山
水
を
併
用
し
た
元
代
の
曹
知
白
〈
群
峯
雪
霽
図
〉（
図
25
）
が
あ
る
と
い
う（（1
（

。
ま
た
曹
知
白

〈
群
峯
雪
霽
図
〉
は
、
李
郭
派
山
水
に
学
ん
だ
部
分
が
多
い
が
、
山
の
姿
と
そ
の
重
な
り
の
形
は
董
巨
派
山
水
に
近
く
、
ま
た
そ
の
細
部

描
写
は
暈
染
よ
り
は
線
描
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
元
代
の
山
水
か
ら
よ
く
見
え
る
傾
向
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
騒
が
し
い
線
的
な
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筆
遣
い
は
元
末
明
初
の
前
浙
派
に
受
け
継
が
れ
る
と
い
う（（1
（

。
そ
し
て
以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
よ
う
な
元
末
の
線
的
な
筆
遣
い
や
黒

白
の
対
比
を
繰
り
返
す
表
現
が
、
朝
鮮
初
期
の
文
清
〈
楼
閣
山
水
図
〉
や
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
と
理
解
で
き
る
。

　
ま
た
曹
知
白
〈
群
峯
雪
霽
図
〉
の
主
山
の
山
容
も
、
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉
と
似
た
よ
う
な
形
の
三
つ
の
山
塊
に
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
構
成
は
本
図
以
外
に
も
曹
知
白
の
〈
山
水
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
26
）
や
〈
疏
松
幽
岫
図
〉（
北
京
故
宮
博
物
院
）

（
図
27
）、
ま
た
馬
琬
〈
暮
雲
詩
意
図
〉（
上
海
博
物
館
）（
図
24
）
に
も
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉
の
山
群
の
構
成
に
つ

い
て
は
、
馬
琬
〈
暮
雲
詩
意
図
〉
を
中
心
に
比
較
検
討
す
る
。
馬
琬
は
黄
公
望
か
ら
学
ん
だ
と
よ
く
知
ら
れ
る
が（（1
（

、『
清
江
文
集
』
巻
七

に
収
録
さ
れ
る
『
灌
園
集
』
序
に
「
每
遇
佳
山
水
、
必
托
之
豪
素
、
有
董
北
宛
、
米
南
宮
之
法
、
輒
自
題
其
左
、
時
號
三
絶
。」
と
、
ま

た
『
清
江
文
集
』
巻
十
三
に
収
録
さ
れ
て
い
る
馬
琬
〈
雲
林
隠
居
図
〉
の
跋
に
「
文
壁
工
畫
山
水
、
能
兼
董
北
苑
、
米
南
宮
笔
法
、
視
今

人
蔑
如
也
。」
と
、
董
源
と
米
氏
に
学
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
ま
た
馬
琬
〈
暮
雲
詩
意
図
〉（
図
24
）
の
右
上
に
「
暮
雲
詩
意
。
至
正
己

丑
閠
七
月
望
日
馬
琬
文
璧
作
。」
と
款
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
雲
気
の
漂
う
山
水
を
意
識
的
に
描
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
本
図
が
一
三
四

九
年
作
と
わ
か
る
。

　
本
図
は
前
景
の
右
側
に
水
面
が
あ
り
、
左
側
に
は
土
坡
と
そ
の
上
に
は
樹
木
群
が
あ
る
が
、
雲
山
図
で
よ
く
見
え
る
典
型
的
な
無
根
樹

と
は
差
が
あ
り
、
幹
な
ど
に
多
少
線
的
な
表
現
が
み
え
る
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
傾
斜
す
る
土
坡
を
経
て
中
景
に
至
る
と
、
大
体
似
た
よ
う

な
形
の
三
つ
の
山
塊
が
積
み
重
な
る
主
山
が
あ
る
が
、
そ
の
細
部
描
写
は
董
源
や
黄
公
望
の
披
麻
皴
よ
り
簡
略
化
さ
れ
、
ま
た
礬
頭
な
ど

は
も
っ
と
角
ば
っ
て
お
り
、
元
人
筆
〈
青
山
白
雲
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
22
）
な
ど
に
見
え
る
表
現
の
よ
う
に
単
純
化
し
て
い
る
。

ま
た
そ
の
主
山
の
反
対
側
に
は
谷
間
が
あ
っ
て
遠
山
の
と
こ
ろ
に
繋
が
る
が
、
主
山
の
麓
の
小
さ
い
屋
舎
の
並
ぶ
と
こ
ろ
や
、
ま
た
遠
山

に
繋
が
る
谷
間
な
ど
の
画
面
に
広
く
雲
林
が
描
か
れ
て
お
り
、
米
氏
や
高
克
恭
の
雲
山
を
強
く
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
し
て
本
図
の
よ
う
な
構
図
も
高
克
恭
系
雲
山
図
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
伝
高
克
恭
〈
春
山
欲
雨
図
〉
を
右
側
か
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ら
2
／
3
の
部
分
で
縦
に
切
る
と
（
図
14
─1
）
伝
高
克
恭
〈
春
山
晴
雨
図
〉（
図
15
）
と
同
じ
よ
う
な
構
図
に
な
る
が
、
前
景
の
左
側
に

水
面
が
、
そ
の
右
側
に
は
土
坡
と
樹
木
群
が
、
ま
た
そ
こ
か
ら
左
上
の
方
に
あ
る
谷
川
を
渡
る
と
土
坡
と
雲
林
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か

ら
大
体
似
た
よ
う
な
三
つ
の
山
塊
に
構
成
さ
れ
る
主
山
が
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
構
図
か
ら
、
右
側
の
土
坡
や
樹
木
群
と
、

左
側
の
水
面
の
配
置
を
入
れ
替
え
る
と
、
馬
琬
〈
暮
雲
詩
意
図
〉（
図
24
）
と
類
す
る
構
図
と
な
り
、
本
図
も
高
克
恭
系
雲
図
か
ら
派
生

し
た
と
い
え
る
。

　
そ
し
て
本
図
の
構
図
を
左
右
転
換
す
る
と
、
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉（
図
12
）
に
近
く
な
る
が
、
大
体
、
下
か
ら
2
／
5
の
部
分
に
水
平

線
を
置
い
て
、
画
面
の
手
前
の
片
方
の
隅
か
ら
中
景
の
と
こ
ろ
に
行
く
ほ
ど
広
く
な
る
土
坡
を
配
し
、
そ
の
上
に
樹
木
群
が
あ
る
が
、
そ

の
土
坡
と
中
景
の
間
に
傾
斜
す
る
土
坡
が
あ
る
。
ま
た
中
景
辺
り
か
ら
流
れ
込
む
水
面
は
画
面
手
前
に
来
る
ほ
ど
広
く
な
り
、
土
坡
の
形

と
は
対
照
的
に
見
え
る
。
ま
た
中
景
に
は
雲
煙
の
中
に
樹
林
と
屋
舎
が
見
え
隠
れ
し
て
お
り
、
ま
た
そ
こ
か
ら
大
体
似
た
よ
う
な
の
三
つ

の
山
塊
に
構
成
さ
れ
る
主
山
が
立
っ
て
い
る
点
が
類
似
す
る
。
勿
論
、
細
部
描
写
の
違
い
か
ら
直
接
的
に
影
響
を
与
え
た
と
は
考
え
難
し

い
が
、
そ
の
細
部
描
写
に
は
元
末
絵
画
に
よ
く
見
え
る
特
徴
が
あ
る
。

　
鈴
木
敬
氏
の
一
九
八
八
年
の
論
考
に
よ
る
と
〈
暮
雲
詩
意
図
〉
の
細
部
描
写
に
つ
い
て
「
墨
ま
た
は
青
緑
を
白
く
塗
り
残
し
た
部
分
が

交
替
に
現
れ
る
点
は
、
他
の
元
画
に
も
共
通
し
、
多
分
に
浙
派
の
先
駆
形
式
を
も
示
し
て
い
る
。」
と
さ
れ
る
が（（1
（

、
上
述
し
た
よ
う
に
曹

知
白
〈
群
峯
雪
霽
図
〉（
図
25
）
に
も
似
た
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
朝
鮮
初
期
の
伝
文
清
〈
楼
閣
山
水
図
〉（
図
23
）
に
も
、
伝
玉
澗

〈
雲
山
図
〉
に
も
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉（
図
12
）
は
そ
の
細
部
描
写
に
は
、
朝
鮮
初
期
特
有
の
短
線
点
皴
の
初

期
的
な
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
の
線
的
な
筆
遣
い
や
、
墨
の
黒
白
の
対
比
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
似
た
よ
う
な
形
の
三
つ
山
塊
が
積

み
重
な
る
主
山
の
表
現
は
元
末
頃
の
前
浙
派
的
山
水
画
の
影
響
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
中
で
も
高
克
恭
系
雲
山
図
か
ら
派
生
し
た
作
品
か
ら

の
影
響
が
大
き
い
作
品
と
い
え
よ
う
。
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三
　
元
代
の
雲
山
図
か
ら
見
た
、
朝
鮮
初
期
雲
山
図
に
お
け
る
平
遠
視
の
広
い
水
景

　
九
州
国
立
博
物
館
に
あ
る
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
の
「
煙
寺
暮
鐘
」（
図
9
）
や
対
を
な
す
「
洞
庭
秋
月
」（
図
10
）、
ま
た
伝
馬
遠
〈
白
居

易
載
鶴
図
〉（
図
11
）
の
三
点
の
作
品
は
、
巨
山
に
米
氏
雲
山
か
ら
の
雲
林
を
折
衷
し
た
作
品
で
あ
り
、
ま
た
画
面
に
江
南
山
水
か
ら
の

広
い
水
面
が
描
か
れ
る
が
、
前
景
か
ら
平
遠
視
で
遠
景
の
画
面
奥
へ
と
広
が
る
特
徴
を
持
つ
。
本
章
で
は
こ
の
よ
う
な
画
面
構
成
の
源
流

に
遡
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
こ
の
三
点
の
作
品
は
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
共
有
し
な
が
ら
も
、
大
き
く
二
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。

九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」
や
伝
馬
遠
〈
白
居
易
載
鶴
図
〉
は
基
本
的
に
元
代
の
高
克
恭
か
ら
の
江
南
系
雲
山
図
を
継
承
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
九
博
本
「
洞
庭
秋
月
」
は
米
氏
か
ら
の
雲
林
を
取
り
入
れ
た
作
品
で
あ
る
が
、
山
容
表
現
は
華
北
山
水
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
九
博
本
「
洞
庭
秋
月
」
は
、
例
え
ば
華
北
山
水
を
代
表
す
る
李
成
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る（（2
（

、
元
代
の
文
人
画
家
・
商
琦
（
？
～
一
三
二

四
）
の
〈
春
山
図
〉（
北
京
故
宮
博
物
院
）（
図
28
）
を
二
分
し
、
左
側
の
半
分
を
見
る
と
（
図
28
─1
）、
厳
し
く
屈
曲
す
る
稜
線
が
重
な

る
山
容
を
高
遠
視
で
捉
え
て
い
る
こ
と
や
、
前
景
か
ら
広
が
る
水
面
が
画
面
奥
へ
と
ジ
グ
ザ
グ
に
繋
が
る
こ
と
、
中
景
に
雲
林
を
描
く
な

ど
、
各
々
の
モ
チ
ー
フ
も
そ
の
細
部
描
写
に
も
共
通
点
が
多
く
、
同
系
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
折
衷
画
に
関
し
て
は
、
二
〇
二
〇
年
の
拙
稿
の
三
章
で
、
詩
文
を
中
心
に
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
簡
単
に
ふ

れ
て
お
き
た
い
。
三
章
の
一
節
で
は
、
高
麗
末
・
朝
鮮
初
期
の
題
画
詩
の
中
に
は
青
山
白
雲
図
（
雲
山
図
）
に
関
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、

中
で
も
元
代
の
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
道
士
画
家
・
張
彦
輔
の
青
山
白
雲
図
に
関
す
る
も
の
が
多
い
が
、
張
彦
輔
の
山
水
画
は
伝
来
し
な
い
の

で
、
そ
の
画
風
を
類
推
し
て
み
た
。
先
ず
、
張
彦
輔
に
つ
い
て
元
代
の
詩
人
・
虞
集
（
一
二
七
二
～
一
三
四
八
）『
道
園
學
古
録
』
に
は

商
琦
に
学
ん
だ
と
、
ま
た
元
代
の
書
家
・
危
素
（
一
三
〇
三
～
一
三
七
二
）『
危
太
朴
文
集
』
卷
三
「
雲
林
図
記
」
に
は
米
氏
の
法
を
用
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い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
危
素
「
山
庵
図
序
」
に
は
張
彦
輔
と
同
じ
く
道
士
画
家
で
、
雲
山
図
を
よ
く
描
い
た
方
従
義
と
交
友
し
て

い
た
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
相
互
に
影
響
し
合
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
方
従
義
の
作
品
の
中
に
は
、
商
琦
〈
春
山
図
〉
の
よ
う

に
高
遠
の
華
北
山
水
の
山
容
、
ま
た
江
南
山
水
の
平
遠
の
広
い
水
面
を
折
衷
し
た
〈
雲
山
図
巻
〉（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）（
図
29
）

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
張
彦
輔
の
作
品
も
商
琦
〈
春
山
図
〉
や
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉
な
ど
に
似
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
察
し
た
。
そ

し
て
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
雲
煙
の
漂
う
中
で
奥
へ
広
が
る
平
遠
視
の
広
い
水
景
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
張
彦
輔
に
も
共
有
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
四
四
五
年
に
安
平
大
君
（
一
四
一
八
～
一
四
五
三
、
四
代
国
王
・
世
宗
の
三
男
）
の
所
蔵
作
品
を
記
録
し
た

申
叔
舟
の
「
画
記
」（『
保
閑
齋
集
』
巻
十
四
）
に
記
さ
れ
る
五
点
の
張
彦
輔
画
の
な
か
〈
溪
山
雨
過
図
〉〈
長
林
倦
雲
図
〉〈
水
墨
雲
山

図
〉
の
三
点
は
、
雲
山
図
に
類
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
ま
た
張
彦
輔
画
に
つ
い
て
「
山
は
青
く
雲
は
白
く
、
暗
淡
と
し
て
平
遠
、
皆
遐

趣
有
り
」
と
評
す
る
こ
と
か
ら
、
明
暗
に
富
ん
で
広
く
か
つ
奥
行
き
の
あ
る
幽
玄
な
雰
囲
気
の
山
水
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
商
琦
〈
春
山
図
〉
や
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉
の
水
景
の
表
現
に
も
通
じ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
二
〇
二
〇
年
の
拙
稿
の
三
章
三
節
で
は
、
朝
鮮
初
期
を
代
表
す
る
画
員
画
家
・
安
堅
の
青
山
白
雲
図
（
雲
山
図
）
に
関
す
る
詩
文

に
関
し
て
論
じ
た
。
彼
は
一
四
四
七
年
に
描
い
た
有
一
の
真
作
〈
夢
遊
桃
源
図
〉（
天
理
大
学
）（
図
30
）
の
画
風
か
ら
李
郭
派
を
学
ん
だ

と
よ
く
知
ら
れ
る
。
ま
た
青
山
白
雲
図
が
最
も
得
意
だ
っ
た
こ
と
が
、
成
俔
『
慵
齋
叢
話
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
お
り
、
申
叔
舟
の
「
画

記
」
に
は
安
堅
の
〈
雨
後
新
晴
図
〉〈
春
雲
出
谷
図
〉〈
幽
雲
滿
壑
図
〉〈
水
墨
白
雲
図
〉
な
ど
が
あ
る
が
、
画
題
か
ら
雲
山
図
に
類
す
る

も
の
と
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
金
安
老
の
『
龍
泉
談
寂
記
』
に
よ
る
と
安
堅
が
郭
煕
、
李
弼
、
劉
融
、
馬
遠
を
学
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
中
の
一
人
、
元
代
の
劉
融
の
〈
青
山
白
雲
図
〉
に
つ
い
て
元
代
の
文
人
・
揭

斯
（
一
二
七
四
～
一
三
四
四
）
が
「
題
許
參
政

所
藏
劉
伯
煕
靑
山
白
雲
図
」
で
「
捫
關
闖
許
窺
李
郭
、
畵
得
群
山
自
疑
薄
。
近
來
頗
亦
師
高
公
（
高
克
恭
）、
靑
山
長
著
白
雲
封
。」（『
揭

文
安
詩
集
』
卷
七
）
と
、
李
郭
に
代
表
さ
れ
る
華
北
山
水
か
ら
も
、
ま
た
高
克
恭
か
ら
も
学
ん
で
〈
青
山
白
雲
図
〉
を
描
い
た
と
記
し
て
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い
る
こ
と
、
ま
た
申
叔
舟
の
「
画
記
」
に
劉
融
〈
春
曉
烟
嵐
図
〉
が
あ
り
、
画
題
か
ら
し
て
雲
山
図
の
特
徴
を
も
ち
、
安
堅
ら
朝
鮮
初
期

の
画
家
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
察
し
た（（2
（

。
ま
た
二
〇
二
一
年
の
拙
稿
で
は
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉
の
よ
う
な
折
衷
画
風
が
「
雲

山
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
米
氏
か
ら
の
「
雲
林
」
を
折
衷
し
た
こ
と
か
ら
だ
と
み
て
、
雲
林
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
共
有
す
る
九
博
本
「
洞

庭
秋
月
」
の
よ
う
な
作
品
も
朝
鮮
初
期
に
「
雲
山
」
や
「
青
山
白
雲
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
察
し
た（（2
（

。
そ
し
て
以
上
の

こ
と
か
ら
み
る
と
張
彦
輔
や
安
堅
の
青
山
白
雲
図
（
雲
山
図
）
も
こ
の
よ
う
な
折
衷
画
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
安
堅
の
唯
一
の
真
作
で
あ
る
〈
夢
遊
桃
源
図
〉
を
見
て
み
れ
ば
、
基
本
的
に
李
郭
派
に
基
づ
い
て
い
る
作
品
で
、
本
図
の
画
面

左
側
に
は
、
俯
瞰
視
で
覗
い
て
見
え
る
桃
源
が
あ
り
、
そ
こ
に
雲
煙
が
漂
う
が
、
こ
の
雲
煙
が
九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」
の
そ
れ
と
親
縁
性

が
あ
る
と
い
う
意
見
も
出
て
い
る（（2
（

。
ま
た
こ
の
桃
源
の
桃
木
を
無
根
樹
に
替
え
て
み
れ
ば
、
商
琦
〈
春
山
図
〉（
図
28
）
や
方
従
義
〈
雲

山
図
巻
〉（
図
29
）
の
よ
う
な
折
衷
画
風
と
も
い
え
る
が
、
三
点
と
も
、
高
遠
の
山
容
と
平
遠
の
水
面
を
描
い
た
共
通
点
が
あ
り
、
こ
れ

は
九
博
本
「
洞
庭
秋
月
」
に
も
通
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
朝
鮮
初
期
の
九
博
本
「
洞
庭
秋
月
」
や
「
煙
寺
暮
鐘
」
の
よ
う
な
折
衷
画
風
が

描
か
れ
る
ま
で
の
そ
の
源
流
を
、
先
ず
は
安
堅
〈
夢
遊
桃
源
図
〉
を
も
っ
て
検
討
す
る
。

　
安
堅
〈
夢
遊
桃
源
図
〉（
図
30
）
は
東
ア
ジ
ア
絵
画
で
の
横
巻
が
一
般
的
に
、
右
側
か
ら
始
ま
る
の
と
異
な
っ
て
、
左
下
の
方
か
ら
始

ま
っ
て
右
上
の
方
に
繋
が
る
が
、
低
い
山
や
水
面
の
あ
る
左
側
は
現
実
の
世
界
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
右
側
の
高
い
山
々
の
中
に
あ
る
桃
源

郷
の
方
に
物
語
が
展
開
す
る
と
さ
れ
、
ま
た
本
図
と
構
図
な
ど
画
風
的
に
最
も
よ
く
似
て
い
る
の
が
、
元
代
の
一
四
世
紀
半
ば
に
活
動
し

た
李
升
の
〈
説
法
山
水
図
〉（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
）（
図
31
）
で
あ
り
、
よ
く
比
較
さ
れ
る
と
い
う（（2
（

。
本
図
も
樹
枝
法
や
、
山
や
土

坡
の
表
現
な
ど
、
華
北
系
の
元
代
李
郭
派
山
水
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
、
構
図
は
左
側
は
平
遠
視
に
し
、
右
側
に
は
高
遠
視
で
山
々
を

描
い
て
い
る
が
、
そ
の
山
々
に
囲
ま
れ
る
空
間
を
俯
瞰
視
に
し
て
、
仏
陀
と
五
人
の
比
丘
が
座
っ
て
い
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。〈
夢
遊

桃
源
図
〉
の
場
合
は
こ
の
右
側
の
俯
瞰
視
の
空
間
に
桃
源
を
描
い
て
お
り
、
全
体
的
に
右
側
に
高
い
山
を
配
し
、
左
側
に
は
右
側
よ
り
山
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が
低
め
で
、
平
遠
視
の
水
面
を
描
い
て
い
る
な
ど
、
両
作
品
は
基
本
的
に
類
似
点
が
多
く
、〈
説
法
山
水
図
〉
の
よ
う
な
作
品
が
朝
鮮
初

期
の
山
水
画
に
影
響
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
〈
説
法
山
水
図
〉
の
よ
う
に
江
南
山
水
か
ら
の
水
村
景
と
華
北
山
水
の
高
遠
の
山
の

表
現
と
の
折
衷
画
風
の
淵
源
は
、
北
宋
末
期
の
徽
宗
朝
（
一
一
〇
〇
～
一
一
二
五
）
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
北
宋
末
期
の
画
院
で
は
、
徽
宗
の
影
響
で
形
成
さ
れ
た
折
衷
と
調
和
に
よ
る
総
合
的
な
山
水
画
風
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
中
に
は
王
希

孟
〈
千
里
江
山
図
〉、
胡
舜
臣
〈
送
郝
玄
明
使
秦
図
〉（
図
32
）
な
ど
の
江
南
山
水
と
華
北
山
水
と
の
折
衷
画
風
も
試
み
ら
れ（（2
（

、
ま
た
、
金

代
に
直
接
伝
え
ら
れ
る
と
い
う（（2
（

。
そ
し
て
そ
の
後
の
元
代
に
な
る
と
こ
の
よ
う
な
折
衷
画
風
に
、
さ
ら
に
高
克
恭
系
雲
山
か
ら
の
影
響
で
、

雲
林
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
加
え
ら
れ
、
江
南
山
水
の
雰
囲
気
が
も
っ
と
色
濃
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、〈
説
法
山
水
図
〉
も
そ
う
で
あ

り
、
ま
た
商
琦
〈
春
山
図
〉
や
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉、
ま
た
朝
鮮
初
期
の
九
博
本
「
洞
庭
秋
月
」
な
ど
が
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
本
章

で
は
こ
の
よ
う
な
作
品
が
描
か
れ
る
ま
で
の
過
程
を
、
北
宋
時
代
の
胡
舜
臣
〈
送
郝
玄
明
使
秦
図
〉（
大
阪
市
立
美
術
館
）（
図
32
）、
金

代
の
作
と
さ
れ
る
〈
溪
山
無
盡
図
〉（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
）（
図
33
）、
金
代
の
文
人
画
家
・
武
元
直
が
十
二
世
紀
末
に
描
い
た
と

さ
れ
る
〈
赤
壁
賦
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
34
）、
一
三
世
紀
の
作
と
さ
れ
る
〈
平
林
霽
色
図
〉（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）（
図
35
）、
ま

た
本
稿
で
は
元
代
の
作
と
考
え
て
い
る
筆
者
不
詳
〈
重
溪
煙
靄
図
〉（
北
京
故
宮
博
物
院
）（
図
36
）
を
以
っ
て
検
討
す
る
。

　
先
ず
、
徽
宗
代
の
宣
和
初
に
画
院
待
詔
を
務
め
た
胡
舜
臣
の
〈
送
郝
玄
明
使
秦
図
〉（
図
32
）
は
、
左
上
の
自
題
か
ら
北
宋
末
の
宣
和

四
年
（
一
一
二
二
年
）
に
描
い
た
と
わ
か
る
も
の
で
、
二
〇
〇
六
年
の
板
倉
聖
哲
氏
の
論
考
に
よ
る
と
「
大
観
的
な
構
図
の
中
、
手
前
の

山
を
右
下
方
に
寄
せ
、
対
角
線
を
意
識
し
て
お
り
、
南
宋
時
代
の
山
水
画
の
傾
向
を
先
取
す
る
よ
う
で
あ
る
。
巻
前
半
を
「
高
遠
」、
後

半
を
「
平
遠
」
で
対
比
的
に
表
し
、
両
者
を
中
景
の
山
々
と
雲
霧
の
重
な
り
に
よ
っ
て
繋
ぎ
留
め
る
、（
中
略
）
対
角
線
上
に
連
な
る
群

峯
の
表
現
は
郭
煕
画
風
を
継
承
し
た
北
宋
（
伝
）
徽
宗
〈
溪
山
秋
色
図
〉
等
の
そ
れ
に
通
じ
る
。（
中
略
）
前
半
部
の
皴
法
は
范
寛
画
の

造
形
語
彙
に
よ
っ
て
お
り
、
南
宋
・
王
洪
の
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
巻
後
半
で
は
江
南
山
水
画
の
系
譜
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に
分
類
さ
れ
る
た
め
、
華
北
と
江
南
の
要
素
が
前
後
に
対
比
的
に
配
さ
れ
、
一
図
を
成
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら（（2
（

、

本
図
は
江
南
山
水
と
華
北
山
水
と
を
折
衷
し
た
早
い
作
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
金
代
初
期
頃
の
作
と
さ
れ
る
〈
溪
山
無
盡
図
〉（
図
33
）
は
、
金
代
の
王
文
蔚
や
李
惠
の
一
二
〇
五
年
の
跋
文
、
ま
た
田
獬
の
跋

文
や
、
一
二
一
四
年
の
何
言
の
跋
文
、
ま
た
元
代
の
曹
元
用
、
康
里
巙
巙
、
劉
載
の
跋
文
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
金
代
に
は
、
既
に

そ
の
作
者
の
名
前
が
不
明
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う（（2
（

。
そ
し
て
こ
れ
は
本
図
が
金
時
代
の
初
期
頃
に
描
か
れ
て
元
時
代
に
伝
え
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
。
本
図
の
手
前
に
は
広
々
と
し
た
水
面
が
あ
っ
て
、
中
景
に
は
横
へ
連
な
る
山
々
と
谷
間
が
あ
り
、
ま
た
画
面
の
所
々
に

人
物
た
ち
の
生
活
ぶ
り
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
細
部
描
写
を
見
る
と
、
山
容
表
現
や
樹
木
表
現
は
華
北
山
水
に
基
づ
い
て
お
り
、

様
々
な
北
宋
画
家
の
様
式
を
総
合
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
画
面
右
側
の
砂
州
や
そ
の
上
の
雲
林
の
表
現
は
米
氏
や
趙
令
穰
を
思
わ
せ

る
な
ど
、
華
北
と
江
南
の
両
系
統
を
折
衷
し
た
作
品
と
わ
か
る
。

　
次
の
十
二
世
紀
末
に
活
躍
し
た
武
元
直
の
〈
赤
壁
賦
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
34
）
は
款
署
が
な
く
、
所
蔵
し
て
い
た
項
元

（
一
五
二
五
～
一
五
九
〇
）
の
題
籤
に
よ
り
南
宋
時
代
の
朱
鋭
の
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
趙
秉
文
が
一
二
二
八
年
に
書
い
た
蘇
軾

の
詞
を
次
韻
し
た
「
追
和
坡
仙
赤
壁
詞
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
元
好
問
の
「
題
閑
閑
書
赤
壁
詞
後
」
の
中
に
「
赤
壁
武
元
直
所
畫
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
元
直
の
作
と
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う（（2
（

。
本
図
に
は
手
前
か
ら
広
く
川
が
描
か
れ
、
そ
の
両
側
の
隅
に
は
三
角
形

に
近
い
陸
地
が
あ
り
、
川
の
向
こ
う
に
は
高
遠
視
で
捉
ら
え
た
、
横
長
い
菱
形
の
よ
う
な
山
脈
を
左
右
に
遠
ざ
か
る
よ
う
に
配
置
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
菱
形
の
最
下
部
の
蘇
軾
の
乗
っ
た
船
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
菱
形
の
最
上
部
ま
で
の
部
分
を
高
く
聳
え
立
つ
山
峰
に
し
、

大
体
そ
の
左
側
は
高
め
の
山
に
、
ま
た
右
側
は
低
め
の
山
に
し
て
川
と
と
も
に
遠
ざ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
演
出
に
よ
っ
て
大
体
、

画
面
の
左
側
は
高
い
赤
壁
の
厳
し
さ
が
、
ま
た
右
側
は
水
村
景
の
平
穏
な
雰
囲
気
で
あ
り
、
蘇
軾
の
乗
っ
た
船
が
高
く
厳
し
い
山
の
あ
る

溪
谷
か
ら
穏
や
か
な
川
の
方
に
進
入
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
全
体
的
に
晴
れ
て
い
る
風
景
で
煙
霞
な
ど
の
表
現
は
、
山
麓
や
谷
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間
に
少
し
見
え
る
だ
け
で
、
江
南
山
水
の
影
響
は
大
き
く
は
な
い
が
、
高
遠
の
山
と
平
遠
の
水
面
と
の
対
比
が
明
確
で
あ
り
、
ま
た
細
部

描
写
に
は
李
唐
な
ど
の
小
斧
劈
皴
系
統
よ
り
も
っ
と
直
線
的
で
細
い
細
線
で
山
容
を
描
く
な
ど
、
後
述
す
る
元
代
の
方
従
義
〈
雲
山
図

巻
〉
に
繋
が
る
特
徴
を
持
つ
も
の
で
注
目
さ
れ
る
。

　
ま
た
筆
者
不
詳
の
〈
平
林
霽
色
図
〉（
図
35
）
は
後
述
す
る
李
升
〈
説
法
山
水
図
〉
と
の
関
連
で
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
本
図
は
二
〇
〇

〇
年
の
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
唐
宋
元
絵
画
名
品
集
』
に
、
筆
者
不
詳
（
旧
伝
董
源
）
の
も
の
で
、
十
三
世
紀
の
作
と
載
っ
て
い
る
。
ま

た
「（
前
略
）
構
成
は
山
岳
を
中
心
と
す
る
前
半
と
広
大
な
河
畔
を
描
く
後
半
か
ら
な
り
、
右
か
ら
左
へ
と
向
か
う
強
い
動
勢
が
あ
る
。

水
平
方
向
の
動
勢
の
中
に
垂
直
方
向
の
モ
テ
ィ
ー
フ
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
鑑
賞
者
は
何
度
も
絵
画
空
間
の
中
に
引
き
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。（
中
略
）
霧
は
山
麓
に
描
か
れ
、
谷
間
で
は
濃
く
な
り
、
ま
た
遠
く
の
平
地
と
山
の
あ
る
河
の
向
岸
に
も
描
か
れ

る
が
、
そ
の
表
現
は
平
明
で
、
親
し
み
の
も
て
る
山
水
の
イ
メ
ー
ジ
を
本
図
に
与
え
る
。
十
四
世
紀
の
山
水
画
に
お
け
る
霧
の
表
現
の
活

発
で
中
心
的
な
役
割
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
は
、
霧
は
絵
画
空
間
を
明
晰
に
描
き
だ
し
表
現
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
十
二
、
十
三
世
紀
の

伝
統
に
倣
っ
て
い
る
。（
中
略
）
画
面
の
左
下
隅
と
右
下
隅
の
両
方
が
三
角
形
の
陸
地
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
二
つ
の
対
照
的
な
要
素

（
山
と
水
）
か
ら
な
る
構
成
と
線
的
な
筆
描
を
中
心
と
す
る
表
現
は
、
金
時
代
の
画
家
で
あ
る
武
元
直
（
活
動
期
十
二
世
紀
末
）
の
〈
赤

壁
図
巻
〉
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
北
宋
風
の
伝
統
に
忠
実
に
倣
う
も
の
と
い
え
る（（3
（

。」
と
い
う
。

　
要
す
る
に
雲
煙
の
表
現
に
お
い
て
は
、
十
四
世
紀
に
は
活
発
に
使
用
さ
れ
る
の
に
比
べ
、
本
図
で
は
補
助
的
な
役
割
を
す
る
点
な
ど
か

ら
、
十
二
、
十
三
世
紀
の
作
品
に
学
ん
だ
の
で
あ
り
、
ま
た
垂
直
的
な
高
遠
の
山
群
と
、
水
平
的
な
水
面
の
、
二
つ
の
要
素
を
対
照
的
に

描
い
た
こ
と
や
、
画
面
左
右
に
三
角
形
の
陸
地
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
線
的
な
細
部
描
写
な
ど
が
、
武
元
直
〈
赤
壁
賦
図
〉
に
類
す
る
十
三

世
紀
の
作
品
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
本
図
の
構
図
が
一
四
世
紀
半
ば
の
李
升
〈
説
法
山
水
図
〉（
図
31
）
に
類
似
し
、
李
升
の
方

は
そ
こ
に
雲
林
を
描
く
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
細
部
描
写
は
概
ね
、
前
者
は
范
寛
風
に
近
く
、
後
者
は
李
郭
風
で
あ
る
。
構
図
に
お
い
て
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は
右
側
の
手
前
に
は
比
較
的
に
低
い
陸
地
が
あ
り
、
そ
の
上
に
樹
木
が
連
な
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
向
こ
う
の
中
景
か
ら
山
群
が
立
ち
並
び
、

山
々
の
間
に
は
薄
い
霧
が
籠
っ
て
い
る
こ
と
が
類
似
す
る
。
そ
し
て
両
方
と
も
左
側
に
は
水
面
が
広
く
描
か
れ
、
そ
の
向
う
に
緩
や
か
な

低
い
山
が
あ
る
が
、
李
升
の
方
は
水
面
と
そ
の
山
の
間
に
高
克
恭
か
ら
の
雲
林
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、〈
平
林
霽
色
図
〉
に
は
な
い

特
徴
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
雲
煙
の
広
が
り
を
目
立
た
せ
る
た
め
の
よ
う
に
、〈
平
林
霽
色
図
〉
に
は
あ
っ
た
左
側
の
陸
地
は
省
略
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
十
二
世
紀
末
の
武
元
直
〈
赤
壁
賦
図
〉（
図
34
）
と
元
代
の
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉（
図
29
）
と
の
比
較
か

ら
も
端
的
に
わ
か
る
。
両
作
品
と
も
山
の
細
部
描
写
に
は
基
本
的
に
線
的
な
表
現
が
目
立
っ
て
い
る
。
構
図
に
お
い
て
は
山
脈
を
画
面
の

真
ん
中
辺
り
に
来
る
ほ
ど
手
前
の
方
に
迫
る
よ
う
に
し
、
そ
の
左
側
の
方
が
比
較
的
に
右
側
よ
り
高
く
、
ま
た
右
側
に
行
く
ほ
ど
緩
や
か

な
山
が
水
面
と
共
に
奥
へ
遠
ざ
か
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
水
面
が
「
Ⅴ
」
字
型
に
な
る
な
ど
、
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉
は
武
元
直
〈
赤
壁

賦
図
〉
の
よ
う
な
作
品
に
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
画
面
構
成
に
お
い
て
一
つ
大
き
く
異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
武
元

直
〈
赤
壁
賦
図
〉
は
〈
平
林
霽
色
図
〉
と
同
じ
く
画
面
手
前
の
両
側
に
三
角
形
に
近
い
陸
地
を
描
い
て
い
る
が
、
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉

（
図
29
）
は
、
左
側
の
陸
地
を
省
略
し
た
代
わ
り
に
米
氏
や
高
克
恭
か
ら
の
雲
林
表
現
を
画
面
手
前
に
迫
っ
て
い
る
山
の
麓
の
と
こ
ろ
か

ら
左
側
に
広
が
ら
せ
、
無
限
の
空
間
性
を
与
え
る
。
ま
た
両
者
の
山
の
細
部
描
写
は
同
じ
く
線
的
で
は
あ
る
が
、
前
者
は
高
く
聳
え
立
つ

山
に
合
わ
せ
て
縦
長
い
線
描
が
多
く
、
後
者
は
雲
林
の
振
動
に
合
わ
せ
て
、
揺
ら
い
で
い
る
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。

　
次
に
、
筆
者
不
詳
〈
重
溪
煙
靄
図
〉（
図
36
）
は
、
一
九
九
九
年
の
『
中
国
絵
画
全
集
』
五
巻
に
よ
る
と（（3
（

旧
題
簽
に
「
董
源
重
溪
煙
靄
」

と
あ
り
、
董
源
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
董
源
画
と
の
画
風
の
違
い
や
、
落
款
の
偽
造
が
疑
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
無
名
氏
作

と
な
っ
た
作
品
で
あ
り
、
ま
た
仇
遠
、
張
瑛
、
喬
簣
成
、
柳
貫
、
馬
琬
、
倪
瓚
な
ど
元
代
の
文
人
や
收
藏
家
の
題
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

元
末
・
明
初
の
人
の
作
と
さ
れ
て
き
た
と
い
う
が
、
本
書
で
は
南
宋
時
代
の
作
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
後
の
二
〇
一
〇
年
の
『
中
国
美
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術
全
集
』
巻
軸
画
一
で
は
、
北
宋
絵
画
に
分
類
し
て
い
る
な
ど（（3
（

、
そ
の
編
年
は
混
乱
し
て
い
る
。

　〈
重
溪
煙
靄
図
〉
は
山
の
描
写
に
、
小
斧
劈
皴
や
雨
点
皴
に
近
い
表
現
を
用
い
て
お
り
、
ま
た
樹
木
に
も
范
寬
風
の
樹
枝
法
な
ど
が
見

え
、
華
北
山
水
か
ら
の
影
響
が
あ
る
と
わ
か
る
が
、
高
克
恭
か
ら
の
雲
林
表
現
が
よ
り
中
心
的
な
役
割
を
す
る
作
品
で
あ
る
。
画
面
構
成

を
見
る
と
両
側
の
手
前
に
土
坡
や
樹
木
群
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
中
景
か
ら
山
群
が
立
っ
て
い
る
が
、
山
の
頂
点
が
見
え
な
い
ぐ
ら
い
高
い

山
に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
画
面
の
両
側
は
多
く
の
部
分
が
遮
蔽
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
と
対
照
的
に
画
面
の
真
ん
中
辺
り
の
広
い
空
間

は
主
に
水
面
を
配
し
て
、
ま
た
画
面
の
奥
へ
と
広
が
る
開
い
て
い
る
空
間
に
し
、
両
側
の
遮
蔽
さ
れ
る
空
間
と
は
対
照
を
成
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
作
品
で
も
っ
と
重
点
が
置
か
れ
る
の
は
画
面
両
側
か
ら
真
ん
中
の
奥
へ
と
広
々
と
繋
が
る
雲
煙
や
そ
の
中
で
立
ち
並
ん
で
、

隠
顕
し
て
い
る
針
葉
樹
林
で
あ
り
、
こ
の
雲
林
表
現
が
本
図
に
幽
玄
な
雰
囲
気
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
本
章
で
検
討
し
た
北
宋
か
ら
金
元

時
代
に
か
け
て
の
他
の
作
品
に
比
べ
、
全
体
的
に
画
面
手
前
か
ら
の
空
間
を
よ
り
広
い
水
景
に
し
て
い
る
の
は
、
元
代
の
商
琦
〈
春
山

図
〉（
図
28
）
に
も
通
じ
る
点
で
あ
る
。

　〈
春
山
図
〉
も
画
面
手
前
の
全
体
を
広
々
と
す
る
水
景
に
し
て
、
雲
林
を
描
い
て
い
る
こ
と
や
、
平
遠
を
強
調
し
た
奥
へ
と
広
が
る
水

景
を
配
す
る
こ
と
が
共
通
す
る
な
ど
、
両
作
品
は
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
両
作
品
の
こ
の
よ
う
な
水
面
表
現
は
、

南
宋
時
代
の
代
表
的
な
江
南
山
水
画
で
、
水
村
景
を
描
い
た
江
参
〈
千
里
江
山
図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
37
）
に
淵
源
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
江
南
山
水
の
水
村
景
が
よ
り
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
画
風
に
、
さ
ら
に
米

氏
や
高
克
恭
か
ら
の
雲
林
表
現
を
折
衷
し
た
の
が
、
元
代
の
商
琦
〈
春
山
図
〉、
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉、
筆
者
不
詳
〈
重
溪
煙
靄
図
〉
な

ど
で
あ
り
、
折
衷
型
雲
山
図
と
い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
本
章
の
冒
頭
で
九
博
本
「
洞
庭
秋
月
」（
図
10
）
に
は
、
商
琦
〈
春
山
図
〉
と
共
通
点
が
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
て
お
い
た
が
、
ま

た
〈
重
溪
煙
靄
図
〉
や
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉
に
も
通
じ
る
点
が
あ
る
な
ど
、
朝
鮮
初
期
に
こ
の
よ
う
な
作
品
が
流
入
さ
れ
て
い
た
と
考
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え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
洞
庭
秋
月
」
と
対
を
な
す
「
煙
寺
暮
鐘
」（
図
9
）
や
伝
馬
遠
〈
白
居
易
載
鶴
図
〉（
図
11
）
の
場
合
も
、
江
参

〈
千
里
江
山
図
〉
の
よ
う
な
広
い
水
面
表
現
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
高
克
恭
〈
雲
横
秀
嶺
図
〉（
図
13
）
の
よ
う
な
山
容
表
現
を
取

り
入
れ
た
朝
鮮
初
期
の
特
有
の
雲
山
図
で
あ
る
。

　
以
上
は
横
巻
の
場
合
だ
っ
た
が
、
最
後
に
元
末
の
文
人
画
家
・
曹
知
白
〈
疏
松
幽
岫
図
〉（
北
京
故
宮
博
物
院
）（
図
27
）
や
〈
山
水

図
〉（
台
北
故
宮
博
物
院
）（
図
26
）
を
以
っ
て
軸
物
に
お
い
て
の
華
北
山
水
と
雲
林
と
の
折
衷
画
風
を
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。
李
郭
派

山
水
を
よ
く
し
た
と
知
ら
れ
る
曹
知
白
の
〈
疏
松
幽
岫
図
〉
と
〈
山
水
図
〉
は
各
々
そ
の
細
部
描
写
に
范
寛
風
ま
た
郭
煕
風
と
い
う
違
い

は
あ
る
が
、
画
面
構
成
に
類
似
点
が
多
く
見
て
取
れ
る
。
前
景
の
右
側
に
土
坡
が
あ
り
、
そ
の
上
に
は
双
松
を
置
い
て
、
高
遠
視
で
捉
え

た
主
山
の
方
に
視
線
を
導
い
て
い
る
が
、
前
者
の
松
樹
に
は
左
側
の
方
に
屈
曲
し
伸
び
る
幹
が
、
ま
た
後
者
に
は
左
側
に
繋
が
る
橋
閣
が

あ
り
、
空
い
て
い
る
左
側
に
安
定
感
を
与
え
る
。
ま
た
そ
こ
か
ら
、
水
面
を
隔
て
て
其
々
范
寛
風
ま
た
郭
煕
風
の
主
山
が
右
側
に
傾
い
て

い
る
が
、
大
体
似
た
よ
う
な
形
の
三
つ
の
山
塊
に
構
築
さ
れ
る
主
山
が
高
遠
視
で
描
か
れ
て
お
り
、
画
面
の
右
側
の
方
に
重
点
が
置
か
れ

る
。
一
方
、
両
図
と
も
に
左
側
は
、
前
景
の
水
面
の
あ
る
所
か
ら
平
遠
を
強
調
し
て
い
る
が
、
前
者
は
中
景
か
ら
華
北
山
水
で
み
ら
れ
る

弧
線
形
に
重
ね
て
い
く
乾
燥
し
た
地
面
が
あ
り
、
後
者
は
中
景
に
高
克
恭
か
ら
の
雲
煙
の
中
に
針
葉
樹
の
立
ち
並
ぶ
雲
林
を
配
し
、
湿
潤

な
雰
囲
気
を
出
し
て
い
る
。
両
図
と
も
ほ
ぼ
同
じ
画
面
構
成
で
あ
る
が
、
後
者
は
高
克
恭
の
雲
林
の
加
味
に
よ
っ
て
湿
潤
な
空
間
に
な
っ

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
米
氏
や
高
克
恭
の
雲
林
表
現
が
元
代
の
山
水
画
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
朝
鮮
初
期
に

も
こ
の
よ
う
な
折
衷
画
が
多
く
流
入
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
朝
鮮
初
期
雲
山
図
を
前
浙
派
的
な
筆
遣
い
が
目
立
つ
作
品
群
、
ま
た
江
南
山
水
か
ら
の
平
遠
視
の
広
い
水
景
が
目
立
つ
作
品

群
に
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
中
国
画
と
比
較
検
討
を
行
い
、
そ
の
源
流
に
遡
っ
て
み
た
。

　
前
者
と
し
て
は
大
和
文
華
館
の
〈
雲
山
図
〉
六
点
、
南
禅
寺
の
〈
雲
山
図
〉
と
〈
雪
山
図
〉、
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉
が
挙
げ
ら
れ
る
。

大
和
文
華
館
の
〈
雲
山
図
〉
六
点
の
中
で
も
徐
文
寶
の
款
を
持
つ
作
品
は
、
元
末
頃
の
作
品
と
さ
れ
る
伝
高
克
恭
〈
秋
山
暮
靄
図
〉
と
比

較
し
て
み
れ
ば
、
線
的
な
表
現
が
多
く
、
両
方
と
も
山
容
表
現
が
角
ば
っ
て
お
り
、
粗
放
な
表
現
が
目
立
つ
が
、
前
者
は
小
斧
劈
皴
の
よ

う
な
筆
遣
い
が
施
さ
れ
、
後
者
は
墨
面
を
使
用
す
る
な
ど
、
浙
派
を
予
告
す
る
よ
う
な
特
徴
が
見
え
る
。
南
禅
寺
本
は
山
の
表
現
に
浙
派

的
な
粗
放
な
筆
使
い
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
元
末
の
文
人
・
朱
叔
重
が
一
三
六
五
年
に
描
い
た
〈
秋
山
疊
翠
図
〉
や
元
人
筆
〈
青
山

白
雲
図
〉
の
山
容
表
現
に
酷
似
し
、
ま
た
逆
Ｓ
字
型
の
山
容
も
特
徴
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
朱
叔
重
の
作
品
に
類
似
し
、
ま
た
こ
の
よ
う

な
表
現
は
後
の
明
代
浙
派
山
水
に
屡
々
見
え
る
の
で
あ
る
。
伝
玉
澗
〈
雲
山
図
〉
は
、
大
体
似
た
よ
う
な
形
の
三
つ
の
山
塊
に
構
成
さ
れ

る
主
山
表
現
が
特
徴
的
だ
が
、
馬
琬
〈
暮
雲
詩
意
図
〉
や
曹
知
白
〈
群
峯
雪
霽
図
〉
な
ど
の
元
代
の
作
品
に
よ
く
見
え
る
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
特
に
黒
白
の
対
比
を
反
復
的
に
強
調
す
る
の
は
馬
琬
〈
暮
雲
詩
意
図
〉
に
近
く
、
線
的
な
筆
遣
い
が
目
立
つ
の
は
〈
群
峯
雪
霽
図
〉

に
近
い
が
、
こ
の
よ
う
な
筆
遣
い
は
浙
派
を
予
告
す
る
前
浙
派
的
な
表
現
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
後
者
と
し
て
は
九
州
国
立
博
物
館
の
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
の
中
の
「
洞
庭
秋
月
」
と
「
煙
寺
暮
鐘
」、
伝
馬
遠
〈
白
居
易
載
鶴
図
〉

が
あ
る
。
こ
の
中
で
九
博
本
「
煙
寺
暮
鐘
」
と
伝
馬
遠
の
作
品
は
高
克
恭
系
雲
山
を
受
け
継
ぐ
江
南
山
水
で
あ
る
が
、
九
博
本
「
洞
庭
秋

月
」
は
華
北
山
水
の
山
容
表
現
に
米
氏
や
高
克
恭
か
ら
の
雲
林
を
折
衷
し
た
作
品
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
江
南
山
水
か
ら
の
広
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い
水
景
を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
九
博
本
「
洞
庭
秋
月
」
の
よ
う
な
江
南
山
水
と
華
北
山
水
と
の
折
衷
画
の
淵
源
は
北
宋
末
の
徽
宗
時
代

に
あ
り
、
金
元
時
代
に
受
け
継
が
れ
る
。
特
に
元
代
に
な
る
と
こ
の
よ
う
な
折
衷
画
に
、
さ
ら
に
米
氏
や
高
克
恭
の
雲
林
表
現
を
取
り
入

れ
た
、
商
琦
〈
春
山
図
〉、
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉、
筆
者
不
詳
〈
重
溪
煙
靄
図
〉
の
よ
う
に
、
山
容
表
現
は
華
北
山
水
に
基
づ
く
が
、
江

南
山
水
の
広
い
水
面
表
現
や
雲
林
表
現
に
重
点
を
お
く
折
衷
型
雲
山
図
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
も
特
に
商
琦
〈
春
山
図
〉
は

九
博
本
「
洞
庭
秋
月
」
と
類
似
点
が
多
く
、
ま
た
李
郭
派
山
水
を
学
ん
だ
朝
鮮
初
期
の
画
家
・
安
堅
が
、
記
録
か
ら
青
山
白
雲
図
を
得
意

に
し
た
と
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
初
期
に
も
こ
の
よ
う
な
折
衷
型
雲
山
図
が
描
か
れ
、
ま
た
「
雲
山
」
や
「
青
山
白
雲
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
米
氏
や
高
克
恭
の
雲
林
表
現
は
元
末
頃
の
山
水
画
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
元
末
頃
に
は
高
克
恭

系
雲
山
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
浙
派
を
予
告
す
る
よ
う
な
粗
放
な
筆
遣
い
が
目
立
つ
前
浙
派
的
な
作
品
が
多
く
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
北
宋
か
ら
金
元
時
代
に
受
け
継
が
れ
る
、
華
北
山
水
と
江
南
山
水
の
折
衷
画
風
に
も
、
さ
ら
に
米
氏
と
高
克
恭
の
雲
林
表
現
が
折
衷

さ
れ
、
画
面
奥
へ
広
が
る
広
い
水
景
と
雲
林
表
現
に
重
点
を
置
く
作
品
が
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
様
々
な
雲
山

図
が
朝
鮮
初
期
に
多
く
流
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）　
大
和
文
華
館
の
〈
雲
山
図
〉
六
点
は
、
そ
の
中
の
三
点
に
十
五
世
紀
後
半
の
成
宗
時
代
を
中
心
に
活
躍
し
た
崔
叔
昌
、
李
長
孫
、
徐
文
寶
の
落
款

が
あ
る
が
、『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
』（
読
売
新
聞
大
阪
本
社
、
二
〇
〇
八
年
）
の
作
品
解
説
十
三
に
よ
る
と
、
六
点
の
画
風
や
三
人
の
画
家
の

落
款
の
書
風
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
成
宗
期
の
原
図
に
基
づ
い
た
摸
本
と
し
て
い
る
が
、
朝
鮮
初
期
の
画
員
画
家
が
落
款
を
残
す
の
は
極
め
て
珍
し

い
こ
と
か
ら
、
画
自
体
は
十
五
世
紀
後
半
の
も
の
で
落
款
の
み
が
後
入
れ
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

（
2
）　
大
和
文
華
館
本
や
、
南
禅
寺
本
に
関
し
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
。
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島
田
修
二
郎
「
高
麗
の
絵
画
」（『
世
界
美
術
全
集
』
十
四
、
平
凡
社
、
一
九
五
一
年
）
で
は
南
禅
寺
本
を
様
式
的
に
高
克
恭
と
関
係
を
持
つ
高
麗
時

代
の
作
品
と
す
る
。

　
　
安
輝
濬
「
韓
国
南
宗
山
水
画
風
의

変
遷
」〈
韓
国
南
宗
山
水
画
風
の
変
遷
〉（『
三
佛
金
元
龍
教
授
停
年
退
任
記
念
論
叢
』
二
巻
、
一
志
社
、
一
九

八
七
年
）
で
は
大
和
文
華
館
本
と
南
禅
寺
本
に
つ
い
て
高
克
恭
と
の
関
係
で
説
明
す
る
。

　
　
朴
恩
和
「
朝
鮮
初
期
（
一
三
九
二
～
一
五
〇
〇
）
絵
画
의

対
中
交
渉
」〈
朝
鮮
初
期
絵
画
の
対
中
交
渉
〉（『
講
座
美
術
史
』
十
九
号
、
韓
国
美
術
史

研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
）
で
は
、
大
和
文
華
館
本
を
伝
高
克
恭
〈
春
山
欲
雨
図
〉
を
土
台
に
し
て
お
り
、
ま
た
明
代
の
雲
山
図
に
し
て
は
高
克
恭
の

米
法
山
水
を
固
守
し
た
保
守
的
な
黃
希
穀
（
十
五
世
紀
中
半
活
動
）〈
溪
山
游
賞
図
〉
と
景
物
の
配
置
や
非
対
称
的
な
構
図
が
非
常
に
類
似
す
る
と

ふ
れ
て
い
る
。

　
　
鄭
馨
民
「
高
麗
後
期
絵
画
─
雲
山
図
를

中
心
으
로
」〈
高
麗
後
期
絵
画
─
雲
山
図
を
中
心
に
〉（『
講
座
美
術
史
』
第
二
十
二
巻
、
韓
国
仏
教
美
術

史
学
会
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、
南
禅
寺
本
の
場
合
は
、
高
克
恭
よ
り
は
明
代
の
浙
派
に
近
く
、
ま
た
中
国
と
は
違
う
地
域
的
美
感
が
あ
る
と
指
摘

し
、
大
和
文
華
館
本
は
伝
高
克
恭
〈
春
山
晴
雨
図
〉
と
の
類
似
点
な
ど
を
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
違
う
点
と
し
て
線
的
な
要
素
が
も
っ
と
顕
著
で
、

ま
た
空
間
の
奥
行
感
の
表
現
は
景
物
の
対
角
線
的
配
置
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
が
、
大
和
文
華
館
の
雲
山
図
の
特
徴
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
張
辰
城
「
동
아
시
아
회
화
사
와 

그
림
의 
国
籍
문
제
」〈
東
ア
ジ
ア
絵
画
史
と
作
品
の
国
籍
問
題
〉（『
美
術
史
論
壇
』
三
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）
で

は
、
南
禅
寺
本
を
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
初
頃
に
か
け
て
の
明
代
の
浙
派
山
水
や
雲
山
図
に
類
似
す
る
作
品
で
、
十
六
世
紀
前
半
頃
の
明
の
地
域

画
家
の
作
品
と
み
る
。

　
　
─
九
州
国
立
博
物
館
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
の
「
煙
寺
暮
鐘
」
に
関
し
て
は
以
下
の
論
考
参
照
。

　
　
戸
田
禎
佑
「
瀟
湘
八
景
図
押
絵
貼
屏
風
」（『
国
華
』
一
二
〇
四
号
、
国
華
社
、
一
九
九
六
年
）
で
は
元
代
に
摂
取
さ
れ
た
米
友
仁
の
雲
山
図
様
式
を

継
承
し
て
い
る
と
紹
介
す
る
。

　
　『
日
本
美
術
全
集
六
巻
─
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
美
術
』（
小
学
館
、
二
〇
一
五
年
）
で
、
板
倉
聖
哲
氏
は
作
品
解
説
一
三
七
で
、
江
南
系
で
あ
り
、

元
時
代
の
高
克
恭
画
風
に
近
い
と
紹
介
す
る
。

（
3
）　『
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
』（
読
売
新
聞
大
阪
本
社
、
二
〇
〇
八
年
）
で
〈
白
居
易
載
鶴
図
〉
に
つ
い
て
作
品
解
説
十
八
で
、
高
克
恭
の
画
風
に

よ
っ
て
い
る
も
の
で
、
ま
た
前
後
景
に
中
景
の
雲
霞
が
挟
ん
で
い
る
構
図
が
、
九
州
国
立
博
物
館
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
の
「
煙
寺
暮
鐘
」「
洞
庭
秋
月
」

や
大
和
文
華
館
〈
雲
山
図
〉
六
点
と
共
通
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
十
五
世
紀
後
半
の
作
と
紹
介
す
る
。
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（
4
）　
橋
本
慎
司
「
関
東
水
墨
画
と
朝
鮮
絵
画
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』N

o. 120

、
二
〇
〇
九
年
、
一
二
四
頁
）
で
は
伝
玉
澗
の
作
品
を
、
逸
伝
の
画
家
・

制
光
の
作
品
の
中
で
十
六
世
紀
後
半
に
描
か
れ
た
単
幅
〈
瀟
湘
八
景
図
〉（
栃
木
県
立
博
物
館
）
と
の
関
連
で
見
る
べ
き
も
の
と
し
な
が
ら
、
朝
鮮

時
代
の
十
六
世
紀
半
ば
頃
の
作
品
と
み
て
い
る
。

（
5
）　
拙
稿
「
朝
鮮
初
期
雲
山
図
の
図
様
」『
人
文
科
学
論
集
』
三
十
号
、
学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
、
二
〇
二
一
年
。

（
6
）　
安
輝
濬
『
韓
國
繪
畫
史
』
一
志
社
、
一
九
八
〇
年
。
安
輝
濬
『
한
국 

회
화
사 

연
구
』〈
韓
国
絵
画
史
研
究
〉SIG

O
N
G
A
R
T

、
二
〇
〇
〇
年
。

（
7
）　
拙
稿
「
高
麗
末
・
朝
鮮
初
期
の
詩
文
か
ら
見
た
朝
鮮
初
期
の
雲
山
図
」（『
哲
学
会
誌
』
四
十
四
号
、
学
習
院
大
学
哲
学
会
、
二
〇
二
〇
年
）、
拙

稿
、
注
5
前
掲
論
文
。

（
8
）　
高
克
恭
の
〈
雲
横
秀
嶺
図
〉
や
伝
称
作
で
あ
る
〈
春
山
欲
雨
図
〉、〈
春
山
晴
雨
図
〉
や
朝
鮮
初
期
の
大
和
文
華
館
本
の
歴
史
的
な
前
後
関
係
、
ま

た
盛
懋
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
、
前
掲
論
文
5
を
参
照
。

　
　
宋
代
の
米
氏
や
元
代
の
高
克
恭
の
作
品
に
お
け
る
マ
チ
エ
ー
ル
効
果
に
つ
い
て
は
、
小
川
裕
充
「
雲
山
図
論
続
稿
─
米
友
仁
「
雲
山
図
巻
（
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
）
と
そ
の
系
譜
」（
上
）『
国
華
』
一
〇
九
六
号
、
一
九
八
六
年
。
小
川
裕
充
「
雲
山
図
論
続
稿
─
米
友
仁
「
雲
山
図
巻
（
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
）
と
そ
の
系
譜
」（
下
）『
国
華
』
一
〇
九
七
号
、
一
九
八
六
年
。

（
9
）　Jam

es Cahill

『H
ills B

eyond R
iver

─Chinese Painting of the Y
uan D

ynasty, 1279

─1368

』 W
EA
T
H
ER
H
ILL 1976 p67.

（
10
）　
呉
保
合
『
高
克
恭
研
究
』
国
立
故
宮
博
物
院
、
一
九
八
七
年
、
四
〇
頁
。

（
11
）　
鈴
木
敬
『
中
国
絵
画
史
　
中
之
二
（
元
）』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。

（
12
）　
拙
稿
、
注
5
前
掲
論
文
、
二
〇
二
一
年
、
十
七
頁
。

（
13
）　
拙
稿
、
注
5
前
掲
論
文
、
二
〇
二
一
年
。

（
14
）　
安
輝
濬
、
注
6
前
掲
書
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
二
四
～
五
二
五
頁
。

（
15
）　
朴
恩
和
、
注
2
前
掲
論
文
、
一
四
一
頁
。

（
16
）　
鈴
木
敬
、
注
11
前
掲
書
、
七
十
六
～
七
十
七
頁
。Jam

es Cahill

、
注
9
前
掲
書
、
八
十
三
頁
で
も
曹
知
白
〈
群
峯
雲
霽
図
〉
の
全
体
的
な
描

法
は
し
っ
か
り
し
た
筆
線
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
17
）　Jam

es Cahill

、
注
9
前
掲
書
、
一
二
八
頁
。
陳
傳
席
著
、
金
炳
湜
訳
『
中
国
山
水
史
2
』
심
포
니
（
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
）、
二
〇
一
四
年
、
四
七

四
頁
。
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（
18
）　『
灌
園
集
』
序
、（『
元
代
画
家
資
料
』、
六
六
三
頁
）。
跋
馬
文
璧
〈
雲
林
隠
居
図
〉
後
『
清
江
文
集
』
巻
十
三
（『
元
代
画
家
資
料
』、
六
六
五
頁
）。

（
19
）　
鈴
木
敬
、
注
11
前
掲
書
、
一
四
八
頁
。

（
20
）　『
図
絵
宝
鑑
』「
元
朝
」「
商
琦
、
字
德
符
、
曹
南
人
。
左
山
參
政
第
七
子
、
官
至
集
賢
學
士
。
山
水
師
李
營
邱
、
得
用
墨
法
。」

（
21
）　
拙
稿
、
注
7
前
掲
論
文
、
二
〇
二
〇
年
。

（
22
）　
拙
稿
、
注
5
前
掲
論
文
。

（
23
）　
金
智
恵
「
日
本
文
化
庁
所
蔵
金
玄
成
賛
〈
瀟
湘
八
景
図
〉
考
察
」『
美
術
史
学
』
14
、
韓
国
美
術
史
教
育
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
十
六
頁
。

（
24
）　
安
輝
濬
『
안
견
과 
몽
유
도
원
도
』〈
安
堅
と
夢
遊
桃
源
図
〉
社
会
評
論
、
二
〇
〇
九
、
一
四
二
～
一
五
八
頁
。

（
25
）　
朴
恩
和
「
北
宋
末
・
南
宋
初
의

山
水
画
」〈
北
宋
末
・
南
宋
初
の
山
水
画
〉『
講
座
美
術
史
』
二
十
九
、
韓
国
美
術
史
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
。

　
　
朴
恩
和
「『
宣
和
畵
譜
』
의

山
水
門
에 

나
타
난

北
宋
末
의

山
水
畵
觀
」〈『
宣
和
画
譜
』
の
山
水
門
に
見
え
る
北
宋
末
の
山
水
画
観
〉（『
中
國
歴

史
研
究
』
七
十
一
、
中
國
社
会
学
、
二
〇
一
一
年
）。

（
26
）　
朴
恩
和
「
金
代
의

山
水
畫
와

華
北
山
水
畫
風
의

傳
承
」〈
金
代
の
山
水
画
と
華
北
山
水
画
風
の
伝
承
〉『
美
術
史
學
報
』
三
十
二
輯
、
二
〇
〇

九
年
。

（
27
）　
板
倉
聖
哲
「
胡
舜
臣
筆
送
郝
玄
明
使
秦
図
巻
」『
国
華
』、
一
三
二
九
号
、
二
〇
〇
六
年
、
四
十
八
～
五
十
頁
。

（
28
）　Sherm

an E. Lee and W
en Fong, Stream

s and M
ountains w

ithout End: A
 N
orthern Sung H

andscroll and Its Signifi-
cance in the H

istory of Early Chinese Painting.

（A
scona: A

rtibus A
siae, 1967, p5

）、
李
紅
編
『
中
国
絵
画
全
集
』
3
（
五
代
宗

遼
金
2
）
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
図
版
説
明
六
十
六
～
六
十
八
。

（
29
）　
朴
恩
和
、
注
26
前
掲
論
文
、
一
七
六
頁
。

（
30
）　
呉
同
編
著
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
唐
宋
元
絵
画
名
品
集
』
東
京
：
大
塚
巧
芸
社
、
二
〇
〇
〇
年
、
図
版
解
説
一
〇
〇
。

（
31
）　
李
紅
編
『
中
国
絵
画
全
集
』
5
（
五
代
宗
遼
金
4
）
文
物
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
図
版
説
明
二
十
一
～
二
十
三
。

（
32
）　
金
維
諾
主
編
『
中
国
美
術
全
集
』
巻
軸
画
一
、
黄
山
書
社
、
二
〇
一
〇
年
。
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【図 1】大和文華館〈雲山図〉（徐文寶款）【図 4】大和文華館〈雲山図〉

【図 2】大和文華館〈雲山図〉（李長孫款）
款）

【図 5】大和文華館〈雲山図〉

【図 3】大和文華館〈雲山図〉（崔叔昌款）【図 6】大和文華館〈雲山図〉
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【図 7】伝高然暉〈雲山図〉（南
禅寺金地院

【図 8】伝高然暉〈雪山図〉（南禅
寺金地院）

【図 9】〈瀟湘八景図 煙寺暮鐘〉（九州国
立博物館）

【図 10】〈瀟湘八景図 洞庭秋月〉（九州
国立博物館）
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【図 13】高克恭〈雲横秀嶺図〉（故宮博物
院（台北））

【図 11】伝馬遠〈白居易載鶴図〉（個人
蔵）

【図 12】伝玉澗〈雲山図〉（個人蔵）
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【図 14─1】伝高克恭〈春山欲雨図〉部
分（上海博物館）

【図 15】伝高克恭〈春山晴雨図〉（故宮博
物院（台北））

【図 14】高克恭〈春山欲雨図〉（上海博物館）
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【図 16】伝高克恭〈秋山暮靄図〉（故宮博物院（北京））

【図 17】盛懋〈山居納涼図〉（ネルソ
ン・アトキンズ美術館）

【図 18】伝高克恭〈春雲曉靄図〉
（故宮博物館（北京））
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【図 20】伝戴進〈溪堂詩思図〉
（遼寧省博物館）

【図 21】李在〈山庄高逸図〉
（故宮博物院（台北））

【図 19】朱叔重〈秋山疊翠図〉（故宮博物院）
（台北）
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【図 22】元人筆〈青山白雲図〉部分（故
宮博物院（台北））

【図 23】伝文清〈楼閣山水図〉部分（韓
国国立中央博物館）

【図 24】馬琬〈暮雲詩意図〉（上海博物館））
【図 25】曹知白〈群峯雪霽図〉（故
宮博物院（台北））
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【図 26】曹知白〈山水図〉（故宮博物院
（台北））

【図 27】曹知白〈疎松幽岫図〉（故宮博
物院（北京））
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【図28─1】商琦〈春山図〉部分

【
図
28】
商
琦
〈
春
山
図
〉（
故
宮
博
物
院
（
北
京
））

【
図
29】
方
従
義
〈
雲
山
図
巻
〉（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
）
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【
図
30】
安
堅
〈
夢
遊
桃
源
図
〉（
天
理
大
学
）

【
図
31】
李
升
〈
説
法
山
水
図
〉（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
）
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【
図
32】
胡
舜
臣
〈
送
郝
玄
明
使
秦
図
〉（
大
阪
市
立
美
術
館
）

【
図
33】
金
人
〈
溪
山
無
盡
図
〉
部
分
（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
）
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【
図
34】
武
元
直
〈
赤
壁
賦
図
〉〉（
故
宮
博
物
院
（
台
北
））

【
図
35】
筆
者
不
詳
（
旧
伝
董
源
）〈
平
林
霽
色
図
〉（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
）
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【
図
36】
筆
者
不
詳
（
旧
伝
董
源
）〈
重
溪
煙
靄
図
〉〉（
故
宮
博
物
院
（
北
京
））

【
図
37】
江
参
〈
千
里
江
山
図
〉（
故
宮
博
物
院
（
台
北
））




